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く
、
手
記
を
下
地
に
し
な
が
ら
一
人
の
妃
殿
下
を
創
作
し
た
、
い
わ
ば
準
創
作
作
品
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

本
作
は
、
創
作
と
評
伝
作
品
と
を
繋
ぐ
も
の
で
あ
り
、
『
香
取
夫
人
の
生
涯
』
を
書
く
こ
と
で
、
吉
屋
は
の

ち
の
『
女
人
平
家
』『
徳
川
の
夫
人
た
ち
』
の
着
想
を
得
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
は
、『
香
取
夫
人
の
生
涯
』

は
決
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
あ
る
。
本
章
で
は
現
在
確
認
で
き
る
伊
都
子
の
手
記
か
ら
、
吉

屋
が
手
に
し
た
と
思
わ
れ
る
伊
都
子
の
手
記
に
つ
い
て
考
察
し
、
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
見
出
し
た
。 
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